
規

則

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則

（
犯
罪
捜
査
規
範
の
一
部
改
正
）

第
一
条

犯
罪
捜
査
規
範
（
昭
和
三
十
二
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

（
品
触
れ
）

（
品
触
れ
）

第
三
十
六
条

古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
質
屋

営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
品
触
れ
（
以
下
「
品
触
れ
」

と
い
う
。）は
、
こ
れ
を
次
の
三
種
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
六
条

古
物
営
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
号
）
第
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
質
屋

営
業
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
五
十
八
号
）
第
二
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
品
触
れ
（
以
下「
品
触
れ
」

と
い
う
。）は
、
こ
れ
を
次
の
三
種
に
区
分
す
る
も
の
と
す
る
。

﹇
一
〜
三

略
﹈

﹇
一
〜
三

同
上
﹈

﹇
２
〜
４

略
﹈

﹇
２
〜
４

同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

（
風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

風
俗
営
業
等
の
規
制
及
び
業
務
の
適
正
化
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
（
連
続
す
る

複
数
の
規
定
を
記
号
に
よ
り
一
括
し
て
標
記
し
た
箇
所
及
び
﹇

﹈
で
注
記
し
た
項
番
号
を
含
む
。
以
下
同
じ
。）に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以
下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る

対
象
規
定
と
し
て
移
動
し
、
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
前
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ
を
加
え
る
。

改

正

後

改

正

前

目
次

目
次

﹇
第
一
章
〜
第
三
章

略
﹈

﹇
第
一
章
〜
第
三
章

同
上
﹈

第
四
章

性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
等
の
規
制

第
四
章

性
風
俗
関
連
特
殊
営
業
等
の
規
制

﹇
第
一
節
〜
第
五
節

略
﹈

﹇
第
一
節
〜
第
五
節

同
上
﹈

第
六
節

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制
等
（
第
七
十
四
条
の
二

第
九
十
八
条
）

第
六
節

特
定
遊
興
飲
食
店
営
業
の
規
制
等
（
第
七
十
五
条

第
九
十
八
条
）

﹇
第
七
節
・
第
八
節

略
﹈

﹇
第
七
節
・
第
八
節

同
上
﹈

第
五
章

﹇
略
﹈

第
五
章

﹇
同
上
﹈

附
則

附
則

（
心
身
の
故
障
に
よ
り
風
俗
営
業
の
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
者
）

第
六
条
の
二

法
第
四
条
第
一
項
第
五
号
の
国
家
公
安
委
員
会
規
則
で
定
め
る
者
は
、
精
神
機
能
の
障
害
に
よ
り

風
俗
営
業
の
業
務
を
適
正
に
実
施
す
る
に
当
た
つ
て
必
要
な
認
知
、
判
断
及
び
意
思
疎
通
を
適
切
に
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
者
と
す
る
。

﹇
条
を
加
え
る
。﹈

（
風
俗
営
業
者
た
る
法
人
の
合
併
の
承
認
の
申
請
）

（
風
俗
営
業
者
た
る
法
人
の
合
併
の
承
認
の
申
請
）

第
十
四
条

﹇
１
・
２

略
﹈

第
十
四
条

﹇
１
・
２

同
上
﹈

３

第
一
項
の
合
併
承
認
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

﹇
同
上
﹈

一

﹇
略
﹈

一

﹇
同
上
﹈

令和元年月日 木曜日 (号外第号)官 報
〇
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
八
号

成
年
被
後
見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
三
十
七
号
）
の
一
部
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
関
係
法
律
及
び
関
係
政
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
成
年
被
後

見
人
等
の
権
利
の
制
限
に
係
る
措
置
の
適
正
化
等
を
図
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
国
家
公
安
委
員
会
規
則
の
整
備
等
に
関
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
元
年
十
月
二
十
四
日

国
家
公
安
委
員
会
委
員
長

武
田

良
太


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